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10 森 永 寛
図4. 入院患者の地方別数 (昭38.457名)
* 辛 辛
きれいな空気 ･美しい景色に包まれていますこの三明
温泉地は,7月Fll旬～8月中旬の約 1ケ月間は不快指数
が 80を越えることもありますが, その他は快適な気候
に恵まれ,弁当は忘れても雨傘は忘れるなと苔からいい
伝えられている程に悪くはありません.雲量 2.5以下の
晴天が年間 150日以上もあります.三朝温泉地にありま
す私共の病院を訪れられる病人の方々は,中国･近幾 ･
四国のみならず遠く愛知 ･福井県などにも及んでおりま
す.疾患別では,痛風を含めたリウマチ･神経痛が約40
罪,次いで消化器疾患,高血圧 ･動豚硬化症などとなっ
ております.温泉適応の病気の方々に大いに利用してい
ただいており,この傾向は交通の利便,経済状況の好転
によって益々増加していくことと存じます.
かくて 三朝温泉のような温泉地にこそ 温泉を中心と
した療養施設を設け,これを整備していただいて障害者
のための医療 ･リハビ1)チ-ションを行う一万,健康管
理活動の一環として保養 ･休養施設を整えて,年1-2回,
2-3週間程度の温泉地での静養を生活の中にくみ入れ,
生活現象のバランスをとり戻すようにすることは,いよ
いよますます多忙となっていく現代人には特に必要であ
ろうことを強調いたしたいのであります.すなわち,渇
泉のこうしたいい面をもっともっと有効に活用していた
だくよう,皆様方に訴えたいのでございます.
* 串 *
岡山県知事をしておられます三木行治先生,広島逓信
病院長の蜂谷遺彦先生が,また地元の旧三朝村の万々が
三朝温泉に 岡山医科大学の温泉療養所 を設置しようと
今から30年も前に いろいろ お骨折りいただいた由を承
わっております.こうした皆様方のお意図 ･お考えもこ
の 三朝温泉を,私共一般国民の健康のために活用しよう
という点にあったものと存ずるのであります.
800年の歴史と治療の実績をもっておりますこの三朝
温泉での療養は,現代においても価値多いものと存じま
す.しかしながら,旧態依然とした昔ながらの湯治その
ままでいい筈もありませぬ.古い革袋に新しい酒のたと
えのように,古い伝統を生かし,しかも新しい時代の要
望に応えての新しい内容の温泉療養をっくりあげていく
のが,私共に課せられました責務であり,現に私共は着
々と築きあげているのでございます.
皆様もお気付きいただいたことと存じますが,病院の
玄関の扇祝に,荒木貫三郎先生の "治気養JLl"というこ
とばが掲げられております.25周年のこの記念日こそ,
心を新たにして,すなわち開設当時の初心にかえりまし
て,温泉療養本来のすがたを深く反省すべき好機会であ
ろうかと存じます.
一層のご理解とご相撲とをお願い申し上げまして私の
講演を終ります.
ご清聴有難度う存じました.
